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未来へはばたけ えびのっ子子育てと仕事の両立を応援

毎日の暮らしの中で、「ちょっと手助けしてもらえば乗り越えられるんだけど…」
と思うことがあると思います。そういった際は、ご利用ください。

みんなで広げよう子育ての輪ファミリーサポートセンター

利用時間 サポート料金
（子ども 1 人） 備　　考

月曜日～金曜日
午前 7 時～午後 7 時

1 時間あたり
500 円 送迎のガソリン代

等、実費が必要な
場合があります。土・日曜日、祝日

午前 7 時～午後 7 時
1 時間あたり

700 円

●サポート利用料金

●1日のサポート活動時間は2時間以内。
●やむを得ず利用時間を超えた場合の料金は、1時間あたりの
サポート料金を下回らない額とします。
●最初の1時間までは、それに満たない場合でも1時間とみなし
ます。
●1時間を超える場合には、30分単位で計算し、加算します。
30分を超え1時間までは1時間あたりのサポート料金とします。
●サポート活動時間は、おたすけ会員が指定する者へ引き渡し
た時までの時間とします。
●当日キャンセルは、キャンセル料が発生する場合があります。
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子育ての先輩として

　子どもに携わる仕事をしていて、定年を迎え、
その経験を役に立てたいと思いおたすけ会員に
なりました。
　ファミリーサポートセンターでは、マンツー
マンで子どもを預かることができます。子育て
などの悩みを直接聞き、子育ての先輩として相
談に乗ることもできます。毎日の暮らしの中で、

「ちょっとした援助があると助かるのに」と思う
ときは、ご利用ください。

 貴嶋より子さん

おたすけ会員

♣ファミリーサポートセンターって何？
　子育ての支援をしたい人（おたすけ会員）と子育ての援助
を受けたい人（お願い会員）が会員となって、お互いに子育
てを助け合う制度です。
　利用するには、お願い会員への登録が必要となります。入
会金、会費は無料です。会員登録は、えびの市ファミリーサ
ポートセンターで手続きを行っています。会員登録は、ファ
ミリーサポートセンターで受け付けています。電話での登
録も可能です。

《こんな時に利用できます》
・幼稚園、保育園への送迎
・放課後、児童クラブへの迎え
・冠婚葬祭
・育児疲れのリフレッシュ　など

問えびの市ファミリーサポートセンター
（えびの市社会福祉協議会内）

受付時間：午前９時～午後４時（祝日を除く平日）
☎35-3120

　市では、「元気で思いやりのある子を育てるまちえびの」を基本理念に、市民
一人ひとりが子どもたちを支え、協働しながら子育て支援のできるまちづくり
に取り組んでいます。
　子どもに対して愛情があっても毎日向き合っていると疲れたり、悩んだりし
て、場合によっては、児童虐待にまで発展することにつながりかねません。子
育てをする側も気分転換が必要です。そして、気軽に相談できるところが必要
です。
　みなさんは、身近なところに、子育てを支援する制度や施設などがあること
をどのぐらい知っていますか。今回の特集では、子育てをもっと楽しむために、
子育ての負担が少しでも軽減できるような市の子育て支援をピックアップしま
した。

＊
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あなたの子育てを応援

保護者にも遊びや交流を楽しんでもらい、参加して「あ、楽しかった」と次のステッ
プにつなげるような子育てが楽になる支援を行っています。

えびの市地域子育て支援センター
　青空タイムでは、屋外で同年代の地域の子どもと遊
びます。9月は、国際交流センターに遊びに行きました。
参加者は、野外広場の芝の上で子どもと一緒に楽しく
遊んでいました。

♣青空タイム

　地区をドリームカーで呼び
かけているのを聞き、こういっ
た子育て支援の場があるのだ
と参加しました。
　参加してみると同じ年頃の
子どもを持つお母さんと子育
てのことや何気ない話など情
報交換をしています。

　図書館を訪れた時に、図書
館で配布してあるパンフレッ
トでドリームカーを知りまし
た。
　子どもと一緒に工作をした
り歌に合わせて踊ったりして
楽しんでいます。お母さんと
の交流や会話も楽しいです。

　自分の子どもが友だちと遊
んでいるのを見て少しずつ成
長していくのがわかります。
　参加するお母さんと子育て
の話など情報交換をしながら、
いろいろなことを学んでいま
す。子どもと一緒に楽しんで
います。

　長男もドリームカーを利用
していて、お友だちとの交流
を毎回楽しみにしていました。
　今は、娘と参加し、一緒に
交流や工作を楽しんでいます。
いろいろなイベントがあり、
時間が空いているときは利用
しています。

小林 枝杏花さん
　　 栄翔くん

西川 あさ子さん
　　　 怜汰くん

橋谷 幸子さん
若奈ちゃん

泊 さおりさん
悠梛ちゃん

＊ 利用者の声 ＊

＊ 利用者の声 ＊

♥地域子育て支援センターって何？
 地域子育て支援センターは、児童福祉法に基づく施設で

す。えびの市の「地域子育て支援センター」は、なかよし保
育園内にあります。
　子育て支援センターでは、妊娠中の心配ごとや子育ての
悩みなどを相談することができます。また、乳幼児と保護者
が自由に遊べるプレイルームなどがあり、子育ての情報交
換や育児相談に最適です。育児講座や親子のふれあい遊び
も行われています。
●場所＝なかよし保育園内（えびの市大字向江 98）
●開設時間＝午前 10 時～午後 4 時（祝日を除く平日）
●利用対象者＝ 0 歳～ 6 歳までの子どもを持つ人
※子育て相談は、18 歳までの子どもを持つ人ができます。
●利用料＝無料
※育児講座などは、月によって内容が異なります。詳しく
は直接お問い合わせください
問えびの市地域子育て支援センター（なかよし保育園内）
☎37-0008

　ドリームカー（子育て支援車）は、市内を巡回して
家庭で子育てしている親の子育てをサポートしていま
す。巡回先では、親子で工作などを楽しんだり地域の
お友だちと交流したりしています。

♦ドリームカー

＊＊
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子どもと一緒に参加しませんか

　子育て支援センターでは、子どもはもちろん
ですが、保護者にも楽しんでもらえるようなさ
まざまな活動を行っています。
　例えば、キャラ弁づくり。お弁当は、子ども
のために作るものですが、ただ作るだけではな
く、作る側が楽しんで作ってもらえるよういろ
いろな工夫をしています。
　興味のある人は、子どもと一緒に一度参加し
てみませんか。

 主任飯盛京子さん

子育て支援センター
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「家庭相談員」、「就学前ことばの教室」11 月は児童虐待防止推進月間です

子育てに関する悩みや相談、子どものことばの発達について気になることがあれば、
お気軽にご相談ください。

あなたの周りに「虐待を受けたと思われる子ども」を見つけたら、迷わず、すぐに
市役所など関係機関に連絡してください。

子育てに関する身近な相談員気づくのは あなたと地域の心の目

＊相談窓口連絡先＊
相談窓口

子ども人権 110 番 ☎ 0120-00-7110

都城児童相談所 ☎ 0986-22-4294

えびの市家庭相談員 ☎ 35-1111
（内線 264）

えびの市保健センター ☎ 35-2446

えびの市子育て相談
専用ダイヤル ☎ 35-0732

＊＊
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■家庭相談員

■就学前ことばの教室

　市では、子育てに関する身近な相談員として家庭相談員
を2人配置しています。
　家庭相談員は、保育園、幼稚園、小学校、中学校を定期
的に訪問し、児童虐待など子どもの問題の把握に努めてい
ます。そういった子どもを見つけたら、市健康保険課や児
童相談所などの関係機関と連携をもちながら問題解決に向
け対応にあたります。子どもを育てる上でのさまざまな問
題を抱える保護者からの相談に対し助言や指導も行います。
●児童の不登校や学校での人間関係や家族関係
●性格・生活習慣の問題
●発達や言葉の遅れ
●非行や暴力
などその相談内容は多岐にわたります。
　問題を抱えた児童の保護者と直接会って相談に応じるほ
か、電話でも対応しています。お気軽にご相談ください。
問えびの市子育て相談専用ダイヤル☎35-0732
受付時間：午前９時～午後4時（祝日を除く平日）

　就学前の子どものことばの状態について、専門の相談員
が面接相談に応じます。子どものことばの発達について、気
になることがあれば、お気軽にご相談ください。

【相談方法】
　電話で相談の申し込みを受け付けた後、専門の相談員が
相談に応じます。内容や状況に応じて、週に１回程度定期
的な指導を行います。曜日や時間については、話し合いで
決めます。

【受付電話】「就学前ことばの教室（保健センター内）」
☎ 35-2446（受付：午前 9 時～午後４時　祝日を除く平日）

「市学校教育課教育係」☎ 35-1111（内線 401）
（受付：午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分　祝日を除く平日）

※保健センター内「就学前ことばの教室」は担当者が不在
の時間帯もあります。不在の場合は学校教育課教育係まで
電話をお願いします。
問市学校教育課教育係
☎ 35-1111（内線 401）

■通報は子どもや家族を守る一歩です

次のような場合は、子どもに対して虐待が行われ
ている可能性があります。
●叩く音や叫び声が聞こえる
●不自然な傷が多い
●衣服や体がいつも極端に汚れている
●小さな子どもを残したまま頻繁に外出している

　虐待は子どもだけではなく親からのSOSサインともいえ
ます。経済的問題や家庭の問題などが解決されず、行き場の
ない不安などから虐待してしまうケースもあります。
　もし、あなたが「虐待を受けたと思われる子ども」を見つ
けたら迷わず、すぐに都城児童相談所や市役所に通報（連絡）
してください。通報は匿名でも可能です。また、通報者の秘
密は厳守します。「虐待かも」と疑うことは、親を告発する
ことではなく、その家庭を支援するきっかけとなり、子ども
の大切な命を救うことになるのです。
　通報は子どもや家族を救うための一歩であり、その後の
支援につながるきっかけとなります。
　今、目の前で行われている暴力を止める場合は110番へ、
身体に大きな傷を負ったり、命が危ぶまれる場合は119番に
通報してください。
問市福祉事務所子育て支援係
☎ 35-1111（内線 264・267）
都城児童相談所
☎0986-22-4294

子育てで悩んだら相談ください

　相談を聞いてみると、ひきこもり、登校拒否、
家庭内暴力、虐待など家庭では解決できない複
雑な問題を抱えている場合が多くなっています。
相談できず問題を抱え込んでしまう場合もあり
ます。相談は、電話や福祉事務所での面談形式
がほとんどですが、家庭訪問して話を聞くとい
う場合もあります。
　子育てで悩んでいることなど、何でも構いま
せん。遠慮なく相談してください。

 川宿田忠利相談員

市福祉事務所

　ことばの発達の問題は、親は毎日のように子
どもと話をするため、なかなか気づきません。
友だちとの会話などで気づくことがあります。
ことばの教室に来ても、すぐ治るものではなく、
長い目で見守る必要があります。
　お子さんが「さかな」を「タカナ」、「きつね」
を「キチュネ」という発音をしていませんか。
発音がはっきりしないなど気になるところがあ
れば、お気軽に相談してください。

 徳永美保指導員

就学前ことばの教室

発音が気になったら相談を
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CIVIC NEWS
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えびの市の健全化判断比率と資金不足比率
◎健全化判断比率

健全化判断比率 えびの市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 ―（※ 1） 14.24％ 20.0％

②連結実質赤字比率 ―（※ 2） 19.24％ 40.0％

③実質公債費比率 7.2％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 ―（※ 3） 350.0％ ―

（※１、※２）①の実質赤字比率と②の連結実質赤字比率が「―」となっているのは、実質赤字額や連結実質赤字額がないため、
比率が「ない」ことを示しています。

（※３）「将来負担比率」の「－」は、将来負担比率が算定されず、現時点における市の借入金の残高や、将来支払うべき負担金等
が、将来の財政を圧迫する可能性が低いことを示しています。

◎資金不足比率

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ― 20.0％

病院事業会計 ― 20.0％

観光特別会計 ― 20.0％

【用語の説明】

②実質赤字比率：標準財政規模に対する一般会計の赤字の割
合

③連結実質赤字比率：標準財政規模に対する全会計の赤字の
割合

④実質公債費比率：平成 23 年度に支払った一般会計の借金
返済額等の標準財政規模に対する割合

⑤将来負担比率：将来、市が支払う負担（市債務残高等）の
標準財政規模に対する割合

⑥資金不足比率：公営企業ごとの資金不足額の各公営企業の
事業規模に対する割合

①標準財政規模：財源の使途が特定されずどのような経費に
も使用することができる一般財源（市税・地方交付税等）の
標準的な規模を表すもので、えびの市の場合は、平成 23 年
度で約 65 億円

　平成 23 年度決算に基づき、健全化判断比率を算定した結果、比率は以下のとおりとなり、いずれの指標
についても、早期健全化基準（財政状況が悪化した場合に、財政の早期健全化を図るべき基準）を下回りま
した。

　平成 23 年度決算に基づき、各公営企業における資金不足比率を算定した結果、資金不足を生じた公営企
業はないため、比率は「ない」ことになり、経営健全化基準（経営の健全化を図るべき基準）を下回りました。

問市財政課財政係　☎35-1111（内線381）

区　　分 事業費 交付額
えびの市総事業費 約175億1,600万円 約124億5,700万円

宮崎県総事業費 約56億9,000万円 約46億900万円

合　　計 約232億600万円 約170億6,600万円

区　　分 交付額 交付先別合計 交付先

使途制限のない交付金 15,375千円
406,999千円 えびの市

使途制限のある
国庫補助金と交付金

391,624千円

123,108千円 123,108千円 宮崎県

合　　計 530,107千円 530,107千円

事業主体 補助金等の種類 事　　業　　名 事業費 交付額

えびの市

民生安定助成事業補助金 消防ポンプ自動車更新事業、無線放送施設整備事業 380,049千円 309,112千円

特定防衛施設周辺整備調整交付金
岡元・尾八重野コミュニティ改修工事（平成22年度繰
越）、演習場周辺コミュニティ改修工事、上島内岡元
線道路改良工事、八幡丘公園景観保全事業基金

84,489千円 82,512千円

えびの市合計 464,538千円 391,624千円

宮崎県 障害防止事業補助金 長江川改修工事、一合原川改修工事、川北川改修工事 148,203千円 123,108千円

えびの市と宮崎県の合計 612,741千円 514,732千円

◎平成 23 年度までの防衛事業費総額 ◎平成 23 年度防衛関連歳入決算額

※国有資産等所在市町村交付金、国有提供施設等所在市町村
交付金は除く

交付された補助金・交付金内訳

交付金の種類 交　　付　　額

国有資産等所在市町村交付金 3,654千円

国有提供施設等所在市町村交付金 11,721千円

合　　計 15,375千円

区　　分 事　　業　　名

民生安定助成事業

消防ポンプ自動車更新事業、文化センター建設、王子原野球場整備、永山運動公園整備、無線放送施設設置
事業、ゴミ処理施設（美化センター）設置助成事業、上江地区体育館建設、真幸地区体育館建設、飯野地区公
民館建設、演習場周辺道路改修事業6路線、えびの送信所周辺道路改修事業１路線、コミュニティ施設建設、
大原簡易水道施設設置助成事業、高野地区水道施設整備事業、その他

特定防衛施設周辺整
備調整交付金事業 市道上江出水線、市道八幡丘公園線、市道上島内岡元線、市道湯田永山線、コミュニティ改修事業、その他

障害防止対策事業 岡元用排水路整備、芋洗谷河川改修工事

◎使途の制限のない交付金（平成 23 年度）

◎過去の主な実績事例

◎使途の制限のある国庫補助金と交付金（平成 23 年度）

※使途の制限がないため、歳出予算の財源に充てています。

※事業に係る歳出予算の財源に充てています。
※事業については、基本的に防衛省の事業採択が必要で、県・市（自治体）が財産管理している公共施設の整備等に限られています。
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CIVIC NEWS
市政ニュース

　

10
月
7
日
、
え
び
の
駅
で
、
吉

都
線
開
通
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
風
の

影
響
で
1
週
間
延
期
さ
れ
ま
し
た

が
、
約
５
０
０
０
人
が
催
し
物
や

買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
吉
都
線
の

吉
松
～
小
林
間
開
通
１
０
０
周
年

に
併
せ
、
沿
線
地
域
の
交
流
や

P
R
な
ど
を
目
的
に
え
び
の
市

吉
都
線
１
０
０
周
年
実
行
委
員
会

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

駅
舎
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
１
日
駅
長
に
市
の
マ
ス
コ
ッ

ト
「
み
な
ほ
」
を
任
命
。
く
す
玉

を
割
り
1
0
0
周
年
を
祝
い
ま

し
た
。
式
典
後
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

田
の
神
さ
あ
お
ど
り
、
中
島
区
民

で
結
成
さ
れ
た
バ
ン
ド
の
演
奏
な

ど
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
駅
か
ら
加
久
藤
郵
便
局

ま
で
の
歩
行
者
天
国
に
は
、
え
び

の
の
物
産
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
の
露
店
が
並
び
ま
し
た
。
会

場
で
は
、
鹿
料
理
と
お
に
ぎ
り
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
場
内
で
は
、「
国
際
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
え
び
の
」

が
同
時
開
催
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
！
吉
都
線
１
０
０
年

吉
都
線
開
通
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

100 周年を記念してくす玉が割られました

多くの人でにぎわうえびの駅前

駅舎前では、田の神踊りが披露されました登録証書を受け取る村岡市長

　

え
び
の
市
と
小
林
市
、
高
原
町

は
、
圏
域
全
体
で
必
要
な
生
活
機

能
を
確
保
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
取
り
組
み
を
互
い
に
連
携
協
力

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
定
住
自
立

圏
形
成
の
協
定
を
10
月
1
日
、
小

林
市
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
は
、
人
口
の
定
住

を
図
る
た
め
に
連
携
し
て
い
く
分

野
や
役
割
が
明
示
し
て
あ
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
災
害
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
の
支
援
体
制
の
整

備
、
圏
域
内
で
の
通
勤
、
通
学
、

通
院
等
の
公
共
交
通
の
維
持
・
確

　

来
年
4
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
市

の
物
産
館
が
「
道
の
駅
」
に
登
録

さ
れ
、9
月
27
日
、市
役
所
で
「
道

の
駅
」
の
登
録
証
書
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
九
州
地
方
整
備
局
宮

崎
県
河
川
国
道
事
務
所
大
脇
鉄
也

所
長
か
ら
村
岡
市
長
に
登
録
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
は
、
国
土
交
通
省
に
よ

り
登
録
さ
れ
た
、
休
憩
施
設
と
地

域
振
興
施
設
が
一
体
と
な
っ
た
道

路
施
設
で
す
。「
休
憩
機
能
」、「
情

報
発
信
機
能
」、「
地
域
の
連
携
機

保
な
ど
で
す
。
今
後
、え
び
の
市
、

小
林
市
、
高
原
町
は
、
連
携
を
図

り
な
が
ら
魅
力
あ
る
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

協
定
に
あ
た
り
村
岡
市
長
は
、

「
西
諸
圏
域
の
か
か
え
る
問
題
は

同
じ
。
こ
の
協
定
を
機
に
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
」と

あ
い
さ
つ
。
肥
後
小
林
市
長
は
、

「
圏
域
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」、
日
高
高
原
町
長
は
、「
笑

顔
と
魅
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

能
」
3
つ
の
機
能
を
併
せ
持
つ
施

設
が
登
録
さ
れ
ま
す
。
え
び
の
市

の
物
産
館
は
、
宮
崎
県
で
16
番
目

の
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

　

登
録
証
書
授
与
に
あ
た
り
大
脇

所
長
は
「
道
の
駅
を
核
に
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
、
情
報
発
信
の

拠
点
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
村
岡
市
長
は
「
南
九

州
の
交
流
拠
点
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。市
民
と
心
を
一
つ
に
し
て
、

一
丸
と
な
り
、
情
報
発
信
基
地
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

定
住
自
立
圏
協
定
を
締
結

「
物
産
館
」道
の
駅
に
登
録

小
林
・
高
原
と
地
域
づ
く
り
に
連
携

南
九
州
の
交
流
拠
点
を
目
指
し
ま
す

調印後、握手をする村岡市長、肥後市長、日高町長
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９
月
19
日
、
青
年
海
外
協
力
隊

員
の
本
坊
恵
さ
ん
（
上
上
江
区
）

が
市
長
を
訪
問
。
10
月
か
ら
エ
ジ

プ
ト
の
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
県
で
幼
児

教
育
に
従
事
す
る
こ
と
を
市
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

本
坊
さ
ん
は
大
分
の
短
期
大
学

卒
業
後
、
保
育
士
と
し
て
5
年
勤

務
。あ
る
映
画
を
き
っ
か
け
に「
教

育
環
境
の
整
っ
て
い
な
い
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い

か
」
と
協
力
隊
を
受
験
し
ま
し
た
。

本
坊
さ
ん
は
、「
エ
ジ
プ
ト
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
り
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

9
月
9
日
、
え
び
の
市
建
築
技

能
連
合
会
の
会
員
約
50
人
が
市
内

5
駅
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
同
会

が
吉
都
線
１
０
０
周
年
に
併
せ
何

か
貢
献
で
き
な
い
か
と
行
っ
た
も

の
で
す
。
会
員
は
、
各
地
区
に
別

れ
、
各
駅
の
周
辺
の
草
刈
り
や
駅

舎
の
清
掃
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
加
久
藤
支
部
の
中
島
孝
一

さ
ん
（
永
山
区
）
は
「
え
び
の
駅

が
き
れ
い
に
な
っ
て
1
0
0
周

年
を
迎
え
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

9
月
29
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
第
21
回
公
民
館
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
、
会
場
に

は
、
各
地
区
の
代
表
を
応
援
し
よ
う
と

約
６
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
カ
ラ
オ
ケ
好
き
の
人
が
だ

れ
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
一
般
参

　

9
月
10
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
前
広

場
で
「
泉
谷
し
げ
る
ラ
イ
ヴ
＆
ト
ー
ク

in
え
び
の
」
が
開
か
れ
、
会
場
は
、
家

族
連
れ
な
ど
約
５
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
の
被
害

に
あ
っ
た
地
域
を
実
際
に
見
て
み
た

エジプトで幼児教育に従事

青年海外協力隊で活動
職人さんたちがボランティア

きれいな駅舎で100周年を

地域の“のど自慢”が集結

口蹄疫を忘れるな！

第21回公民館対抗カラオケフェスティバル

泉谷しげるライヴ＆トーク

加
の
部
も
設
け
ら
れ
、
一
般
参
加
の
部

に
は
8
人
、
公
民
館
対
抗
の
部
に
は
、

各
地
区
の
の
ど
自
慢
12
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

一
般
の
部
で
参
加
の
宮
崎
利
和
さ
ん

は
「
大
会
で
歌
う
の
は
2
回
目
で
少
し

あ
が
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
、
住
民
と
話
し
て
み
た
い
、
絆
き
ず
な
を
深

め
た
い
と
い
う
泉
谷
さ
ん
の
思
い
か
ら

無
償
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

泉
谷
さ
ん
が
登
場
す
る
と
会
場
は
歓

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
泉

谷
さ
ん
の
歌
８
曲
と
ト
ー
ク
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

9
月
15
日
、
市
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
で
「
焼
肉
ス
タ
ジ
ア
ム
」
が

開
か
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
８
０

０
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
え
び
の
市

内
で
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
事
実
を

風
化
さ
せ
な
い
こ
と
を
目
的
に
、

焼
肉
ス
タ
ジ
ア
ム
実
行
委
員
会
の

主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

参
加
者
は
受
付
で
焼
肉
パ
ッ
ク

を
受
け
取
り
、
焼
肉
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
今
年
は
、
マ
グ
ロ
の

解
体
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
来
場
者

は
、
見
事
な
包
丁
さ
ば
き
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
27
日
、
日
章
学
園
九
州
国

際
高
等
学
校
の
中
国
人
留
学
生
と

日
本
人
学
生
な
ど
約
1
4
0
人
が

同
校
周
辺
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
い
ま
し
た
。学
生
ら
は
6
班

に
分
か
れ
同
校
を
出
発
。約
2
時

間
、
沿
道
や
川
沿
い
の
ゴ
ミ
を
拾

い
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
同
校

の
留
学
生
が
第
2
の
故
郷
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
え
び
の
市

に
何
か
恩
返
し
が
で
き
な
い
か
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
参
加
者
全
員
で
約

25
袋
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

口蹄疫復興イベント焼肉スタジアム

焼肉で地域を元気に
留学生らが清掃ボランティア

第2の故郷に恩返し
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え
び
の
高
原
の
情
報
を
発
信

「
え
び
の
高
原
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
の
は
、
え
び
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
（
以
下
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
セ
ン
タ
ー
）
で
解
説
員
を
し
て
い
る
柳
田
蓉
子
さ

ん
で
す
。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
は
、
え
び
の
高
原

に
あ
る
環
境
省
の
施
設
で
、（
財
）
自
然
公
園
財
団
が

管
理
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
え
び
の
高

原
の
立
体
模
型
や
え
び
の
高
原
内
の
動
植
物
の
解
説

パ
ネ
ル
な
ど
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。柳
田
さ
ん
は
、

自
然
観
察
会
な
ど
の
ガ
イ
ド
、
登
山
客
へ
の
最
新
の

登
山
情
報
・
火
山
情
報
・
観
光
情
報
の
提
供
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。「
ガ
イ
ド
の
際
は
、
え
び
の
高
原
で
あ
れ

ば
、
火
山
活
動
の
影
響
を
受
け
て
い
る
特
徴
あ
る
植

生
や
世
界
で
こ
こ
に
し
か
な
い
ノ
カ
イ
ド
ウ
な
ど
を

説
明
し
て
い
ま
す
」

父
の
影
響
で
自
然
が
好
き
に

　

柳
田
さ
ん
は
、
鹿
児
島
市
出
身
。
大
学
卒
業
後
、

北
海
道
の
N
P
O
法
人
で
自
然
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
環
境
省
が
え
び
の
高
原

で
ア
ク
テ
ィ
ブ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
募
集
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
帰
郷
。
5
年
間
の
活
動
の
後
、
今
年
4
月
か

ら
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。

「
と
に
か
く
自
然
が
好
き
。
自
然
の
中
に
い
る
と
す

えびの高原の魅力を伝えたい

やなぎた・ようこ／ 29
歳／牧園町／趣味：山
登り、シーカヤック、ク
ラシック音楽（加音オー
ケストラに所属し、バイ
オリン、バロックリコー
ダーなどを演奏）

が
す
が
し
く
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
で
す
」
と
柳
田
さ

ん
。山
や
自
然
と
向
き
合
う
仕
事
を
選
ん
だ
の
は
父

親
の
影
響
が
大
き
い
そ
う
で
す
。柳
田
さ
ん
の
父
親

も
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
当
時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

レ
ン
ジ
ャ
ー
）
を
し
て
い
ま
す
。「
今
で
は
父
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。父

に
連
れ
ら
れ
た
幼
い
私
の
こ
と
を
良
く
覚
え
て
い
て
、

『
蓉
子
ち
ゃ
ん
だ
よ
ね
』
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
」

四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
提
供

「
え
び
の
高
原
の
四
季
は
す
ば
ら
し
く
、
特
に
春
の

キ
リ
シ
マ
ミ
ズ
キ
や
ノ
カ
イ
ド
ウ
な
ど
花
々
が
一
斉

に
咲
き
だ
し
、
新
緑
が
美
し
い
頃
は
最
高
で
す
。
10

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
の
紅
葉
が
過
ぎ
れ
ば
森
の
静

か
な
時
期
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
雪
と
氷
の
世
界
に
な

り
ま
す
。冬
の
え
び
の
高
原
も
い
い
も
の
で
す
よ
」

　

そ
ん
な
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
よ
う

と
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
は
ブ
ロ

グ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。（
h
t
t
p
:
/
/

b
l
o
g
.
g
o
o
.
n
e
.
j
p
/

e
b
i
n
o
m
u
s
e
u
m
）「
最
新
の
火
山
情
報

や
登
山
情
報
な
ど
素
早
く
確
認
で
き
ま
す
。植
物
の

開
花
な
ど
え
び
の
高
原
の
最
新
の
魅
力
も
い
ち
早
く

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
」

　

え
び
の
高
原
を
含
む
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
（
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
）
で
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン

タ
ー
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
予
定
で
す
。私
も
霧
島

ジ
オ
ガ
イ
ド
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
」

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、『
企

画
展
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
展
』
を
12
月
16
日
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
、
え
び
の
高

原
の
魅
力
が
わ
か
る
企
画
展
で
す
。え
び
の
高
原
に

来
た
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
」

Profile

え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー　

柳
田
蓉
子
さ
ん
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●おはぎ

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
地
域

支
え
合
い
事
業
で
東
川
北

地
域
支
え
合
い
事
業
三
田
田
の
婦

人
部
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
「
お
は

ぎ
」
で
す
。

東
川
北
地
域
支
え
合
い
事
業
で

つ
く
る
お
は
ぎ
は
、
地
域
に
昔
か

ら
伝
わ
る
作
り
方
で
作
っ
て
い
ま

す
。
あ
ん
こ
の
味
見
を
す
る
と
き

は
、
ご
飯
と
合
わ
せ
た
時
の
こ
と

を
考
え
て
、
程
よ
い
甘
さ
に
調
整

し
ま
す
。

お
は
ぎ
は
、地
方
に
よ
っ
て「
あ

ず
き
あ
ん
を
ま
ぶ
し
た
も
の
を
ぼ

た
も
ち
」、「
き
な
粉
を
用
い
た
も

の
を
お
は
ぎ
」
と
す
る
と
こ
ろ
や

や
季
節
に
よ
っ
て
呼
び
分
け
、「
春

夏
は
ぼ
た
も
ち
」、「
秋
冬
は
お
は

ぎ
」
と
す
る
と
こ
ろ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

家
庭
で
お
は
ぎ
を
作
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

【材料】
ご 飯：も ち 米（米 用 カ ッ プ2と
1/4）、米（米用カップ3/4）
あずきあん：あずき 250g、砂糖     
300g、塩 少々

【作り方】
①  あずきを水で洗いザルにあげる。鍋に水を入れ、あずきを

入れ、3回煮こぼす。（沸騰したらザルにあげる）その後、
また水から弱火であずきが柔らかくなるまで煮る。

② あ ず き が 柔 ら か く な っ た ら 砂 糖 と 塩 を 入 れ る 。火 を 止
　 め、あずきをつぶす。冷えるまでそのまま置いておく。
③炊飯器で、もち米、米を入れ、炊く。
④温かいうちにすり潰す。
⑤おはぎの形に丸める。

【紹介者】東川北の三田田婦人部みなさん

ゴ
ッ
タ
ン
を
披
露
す
る
こ
と
に
な

り
、
三
味
線
の
素
養
が
あ
る
永
山

さ
ん
が
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
財
部
北
小
学
校
の
ゴ
ッ

タ
ン
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
活
動

の
場
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。荒
武

タ
ミ
さ
ん
の
死
後
、
一
時
下
火
と

な
っ
て
い
た
ゴ
ッ
タ
ン
は
、
次
第

に
息
を
吹
き
返
し
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
永
山
さ
ん
の
呼
び

か
け
に
応
え
て「
ふ
る
さ
と
を
思

い
や
る
会 

ゴ
ッ
タ
ン
倶
楽
部
」が

設
立
さ
れ
、
市
内
外
で
美
し
い
音

色
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。そ
の
願

い
は「
ゴ
ッ
タ
ン
倶
楽
部
が
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
、
ゴ
ッ
タ

ン
の
音
色
が
次
の
世
代
へ
受
け
継

が
れ
て
い
く
」こ
と
で
す
。

　

ゴ
ッ
タ
ン
の
魅
力
は「
い
つ
で

も
練
習
で
き
る
手
軽
な
も
の
で

あ
り
な
が
ら
、
本
物
の
音
が
で

る
」
こ
と
だ
と
話
し
ま
す
。
今
後

の
目
標
は「
地
元
の
木
を
使
用
し

た
ゴ
ッ
タ
ン
製
作
に
関
わ
り
、
そ

の
魅
力
を
全
国
発
信
す
る
こ
と
で

す
」と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

ハレの日に欠かせない料理。家庭ごとに多彩な味わい。

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。

　
今
月
は
、
曽
於
市
財
部
町
の

ゴ
ッ
タ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ゴ
ッ
タ
ン
は
南
九
州
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
楽
器
で
、
板
三
味
線
や

箱
三
味
線
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、「
持
た
ん
も
ん
の
ゴ
ッ

タ
ン
」と
い
わ
れ
、
た
い
て
い
の

農
家
で
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

ゴ
ッ
タ
ン
と
い
え
ば
、
故
・
荒

武
タ
ミ
さ
ん
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

荒
武
さ
ん
の
国
立
劇
場
で
の
演
奏

等
の
活
躍
に
よ
り
、
衰
退
し
て
い

た
ゴ
ッ
タ
ン
に
再
び
注
目
が
集
ま

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
魂
を
取
り

戻
し
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
音
色

は
現
在
で
も
、
ゴ
ッ
タ
ン
の
里
・

財
部
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

永
山
成
子
さ
ん（
曽
於
市
立
財

部
北
小
学
校
勤
務
）は
、
ゴ
ッ
タ

ン
の
音
色
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
方
面
で
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ゴ
ッ
タ
ン
と
の
出
会
い
は
、
財

部
北
小
学
校
へ
の
赴
任
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
平
成
20
年
、
学
校
創

立
百
周
年
記
念
式
典
で
児
童
が

環 霧 情 報
vol.54

レシピ

◇
ゴ
ッ
タ
ン
の
里
・
財
部

永山成子さん

湧水町高原フェスタ・彫刻造形展
● 日時＝11月10日（土）、11日（日）午前10時～午前4時
● 場所＝霧島市役所周辺
● 内容＝霧島市内の伝統工芸品やとれたての野菜、水産

物、加工品などの展示販売。ステージショーなど見ど
ころ満載。
 実行委員会事務局（きりしまミクス内）
☎0995-48-6620

● 日時＝11月3日（土）、4日（日）午後1時～午後9時
● 場所＝栗野岳レクリエーション村
● 内容＝自然素材などを利用した手作りの芸術造形作品

が並ぶ彫刻造形展。チェーンソーアート大会、栗野岳
ウォーキングなどさまざまな体験コーナーがあります。
 湧水町商工観光課
☎0995-74-3111（内線2222）

霧島ふるさと祭2012

湧水町霧島市
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下
大
河
平
区
は
、
市
内
で
も
地
区
の

面
積
が
広
く
、
そ
の
た
め
分
区
数
は
13

分
区
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
戸
数
１
８

６
戸
、
人
口
は
５
２
６
人
、
高
齢
化
率

は
43
・
92
パ
ー
セ
ン
ト
の
地
区
で
す
。

60
代
70
代
は
も
と
よ
り
80
代
に
な
っ

て
も
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
た
り
、
牛
の

飼
育
や
草
刈
り
な
ど
を
行
っ
た
り
す
る

元
気
な
人
が
多
い
の
が
地
区
の
自
慢
で

す
。
元
気
な
高
齢
者
に
区
の
行
事
を
は

じ
め
育
成
会
活
動
、
奨
励
事
業
な
ど
に

参
加
や
指
導
、
応
援
を
い
た
だ
け
る
こ

　

母
子
手
帳
交
付
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、

3
か
月
児
健
診
な
ど
で
お
母
さ
ん
に
話

を
伺
う
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
て
嬉
し

い
と
い
う
反
面
、
不
安
や
戸
惑
い
を
感

じ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
中
に
は「
眠

れ
な
い
」「
不
安
で
た
ま
ら
な
い
」「
す
ぐ

涙
が
で
る
」と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
は「
体
」だ
け
で
な
く

「
心
」に
も
大
き
な
変
化
が
現
れ
ま
す
。

妊
娠
す
る
と
胎
児
の
発
育
や
自
分
の
体

調
を
整
え
る
た
め
に
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
出
産
す
る
と
胎

盤
か
ら
出
て
い
た
十
数
種
類
の
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
が
急
に
な
く
な
り
、
情
緒
不

安
定
に
な
っ
た
り
体
調
を
崩
し
て
し

ま
っ
た
り
し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
事

で
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
涙
が
出
た
り
す

る
な
ど
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま

く
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

産
後
に
情
緒
不
安
定
に
な
る
こ
と
を

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ブ
ル
ー
と
言
い
ま
す
が
、

そ
の
時
期
は
ほ
ん
の
数
か
月
で
す
。
今

は
そ
う
い
う
時
期
と
割
り
切
っ
て
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

下
大
河
平
公
民
館
は
、
地
区
の
8
年

間
の
積
み
立
て
と
宝
く
じ
助
成
金
を
活

用
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

公
民
館
を
利
用
し
て
、
地
域
支
え
合

い
事
業
や
女
性
部
の
料
理
教
室
、
会
議

や
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、

小
菜
園
事
業
で
は
、
そ
ば
作
り
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
地
区
民
総
出
で
活

発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
区
で
は
、
故
郷
を
離
れ
、
都
会
で

生
活
を
し
て
い
た
人
が
帰
郷
し
、
新
し

い
仲
間
も
増
え
ま
し
た
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
現
役
を
合
言
葉
に
、
充
実
し
た
自

治
公
民
館
活
動
を
行
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　

母
親
が
精
神
的
に
穏
や
か
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
と
子
育
て
へ
の
不
安
も

減
り
、
最
終
的
に
は
子
ど
も
へ
の
愛
情

に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
お
母
さ
ん
の
心
の
健
康
の
た
め
に
】

○
妊
娠
中
か
ら
子
育
て
の
こ
と
を
家
族

や
仲
間
で
話
す
。

○
自
分
の
素
直
な
気
持
ち
を
伝
え
る
。

○
出
産
後
は
心
と
体
を
休
ま
せ
ま
る
。

○
育
児
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
。
が

ん
ば
り
過
ぎ
な
い
。

　

子
育
て
に
は
、
家
族
や
周
囲
の
温
か

い
見
守
り
と
理
解
が
と
て
も
大
切
で
す
。

文
：
山
之
口
保
健
師

※自公連…「自治公民館連絡協議会」の略称

自公連だより いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  C e n t e r

妊
娠
、出
産
後
の
お
母
さ
ん
の
心
の
健
康

い
く
つ
に
な
っ
て
も
現
役

下大河平自治公民館
館長　便元益男さん

下
大
河
平
自
治
公
民
館

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y  

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
固
定
的
性
別
分
担
意
識

小菜園事業でのそばの種まき

　

男
女
平
等
は
当
然
で
あ
る
は
ず
な
の

に
、
実
際
の
生
活
の
中
で
そ
う
感
じ
て

い
な
い
人
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
の
要
因
と
し
て
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
」
の
存
在
と
「
固
定
的
な
性
別
役

割
分
担
意
識
（
社
会
的
性
別
）
」
が
社

会
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
生
ま
れ
も
っ
た
生
物
学
的

な
性
別
に
対
し
、
社
会
に
よ
っ
て
作

り
上
げ
ら
れ
た
「
男
ら
し
さ
、
女
ら

し
さ
」
に
象
徴
さ
れ
る
性
差
観
念
を

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
い
ま
す
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
意
識
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境

の
中
で
無
意
識
に
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま

す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
そ
れ
自
体
が
良
い
、

悪
い
と
価
値
観
で
判
断
さ
れ
る
も
の
で

な
く
、
社
会
や
時
代
の
移
り
変
わ
り
に

応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
も
の
で

す
。
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児

を
す
る
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
、
固
定
化

さ
れ
た
男
女
の
性
別
に
よ
る
役
割
分
担

意
識
の
こ
と
を
「
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
」
と
い
い
ま
す
。

高齢者の死亡事故続発

暖房器具を使う前に点検を

秋 も深まり朝夕の冷え込みが感じられるように
なりました。この季節の変わり目が特に火災

が発生しやすいようです。これからの季節は暖房器
具を使う機会が増えてくると思います。使う前に必
ず点検を行い、着火ミスなどが起きないように、また、
電気コードなどにひび割れ等がないか確認して火災
が起きないように使用してください。
　寒くなるとお年寄りの救急車の利用が急に増加し
ます。夜半から朝方のお風呂、トイレの使用など、
急激な体温変化に体が対応できにくくなるようです。
寒い場所へ移動する際は、防寒や暖房に十分ご注意
ください。

今 年 9 月 末 ま で に 県 内 で 3 2 件 の 死 亡 事 故 が
発 生 し て い ま す 。亡 く な っ た 3 3 人 の う ち

2 0 人 が 高 齢 者 で し た 。
　 1 0 月 に 入 り 、高 齢 者 の 死 亡 事 故 が 2 件 連 続 で
発 生 し て い ま す 。
　次のことに注意し、交通事故防止に努めましょう。

【交差点では特に緊張感を】
交差点での安全確認を徹底しましょう。

【明るい服装、反射材の着用を】
夜間、早朝は反射材を着用しましょう。

【自宅近くの道路に要注意】
自宅近くの道路では、特に注意しましょう。

9月の交通事故発生状況
人 身 8件 本年9月末 78件
物 件 26件 本年9月末 251件

9月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 7件
救 急 66件 年 計 618件

　

こ
の
よ
う
な
概
念
や
意
識
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
能
力
を

発
揮
す
る
機
会
を
妨
げ
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
や
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
を
阻

む
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
に
縛
ら
れ
ず
に
柔
軟
な
考
え
方

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
、
生
き
方
や

職
業
の
選
択
、
行
動
の
幅
も
広
が
り
、

よ
り
豊
か
に
生
き
て
い
く
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」
と
い
う
考

え
に
捉
わ
れ
ず
、
「
自
分
ら
し
さ
」
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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被
災
地
の
希
望
の
松
も
枯
れ
果
て
ぬ

人
の
命
も
松
の
木
の
ご
と

永
山
区
　
下
牟
田
シ
メ

（
評
）あ
の
東
日
本
大
震
災
で
数
多（
あ
ま
た
）の

災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
支
え
で
あ
っ
た
松
が

枯
れ
て
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
松
は
レ
プ
リ
カ

と
し
て
残
さ
れ
る
と
言
う
。
作
者
は
生
あ
る
も

の
は
輪
廻
転
生（
り
ん
ね
て
ん
し
ょ
う
）の
時
が

来
る
こ
と
を
思
う
。
東
北
の
復
興
な
く
し
て
日

本
の
復
興
は
な
い
と
思
う
。
今
か
ら
が
本
当
の

支
援
だ
と
い
う
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
竹
下
妙
子
）

秋

岡
松
区
　
田
中
孝
江

家
を
め
ぐ
り
庭
か
ら
畑
か
ら
そ
の
先
ま
で

蝉
と
虫
と
の
大
合
唱

朝
も
昼
も
夜
も
四
六
時
中
鳴
い
て
い
る

こ
こ
は
蝉
と
虫
の
声
の
海

わ
た
し
の
家
は
海
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
舟

ハ
ン
モ
ッ
ク
の
よ
う
に
揺
れ
て
い
る

舟
の
窓
か
ら
見
え
る
杉
の
穂
波
は

沖
の
波
頭
大
き
く
う
ね
っ
て
い
る
け
れ
ど

近
づ
い
て
く
る
気
配
は
な
い

思
え
ば
波
の
間
に
間
に
ゆ
ら
れ
ゆ
ら
れ
て

こ
こ
ま
で
来
た

季
節
が
移
ろ
え
ば
潮
が
引
く
よ
う
に

彼
等
の
鳴
き
声
も
途
絶
え
る
だ
ろ
う

舟
は
渚
に
残
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か

潮
と
共
に
沖
へ
流
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か

問
わ
ん
と
し
て
見
上
げ
る
空
に

半
月
は
黙
し
て
語
ら
な
い

ア
ル
バ
ム
に
教
師
等
若
し
星
月
夜

川
野
一
広

小
学
校
の
時
の
ア
ル
バ
ム
を
開
く
と
先
生
た
ち

の
若
い
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
皆
、
意
欲
に

満
ち
て
お
ら
れ
宛
ら
キ
ラ
星
の
ご
と
き
様
相
を

呈
し
て
い
ま
す
。
教
師
と
い
う
職
業
に
は
世
の

中
の
善
を
造
る
‐
人
間
を
育
て
る
と
い
う
喜
び

が
満
ち
溢
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
折

し
も
秋
爽
の
候
、
外
に
出
て
夜
空
を
仰
ぐ
と
そ

こ
に
は
宇
宙
悠
久
の
複
合
奇
跡
の
下
、
満
点
の

星
が
金
色
の
光
を
鏤
め
る
。
星
月
夜
と
い
う
美

し
い
言
葉
を
籍
り
て
、
師
恩
は
る
か
瞬
く
星
に

佇
ん
だ
も
の
で
す
。（
自
註
）

南フランスの山岳地帯に
一人とどまり、荒れ果

てた地を緑の森によみがえら
せたエルゼアール・ブフィエ
の半生。
　内容的には、小学生高学年
以上がじっくりと読む絵本で
す。
　同名の短編映画は、アガデ
ミー賞を受賞した名作中の名
作です。まだ、お読みになっ
ていない人は、ぜひ、お読み
ください。

木を植えた男
ジャン・ジオノ／原作者

（あすなろ書房）

そこで浮かない顔をして
いるあなた。

　何か気がかりになることが
あるのでは。
　「なかなか友だちができな
い」、「社会に出るのが怖い」、

「就活に疲れてしまった」など
の53の悩みに応じて東京で本
屋を営んでいる清水克衛さん
がとっておきの本をセレクト。
　紹介している本を読んだら、
明るい笑顔が取り戻せること
請け合いのおすすめの一冊。

しあわせ読書のすすめ
清水克衛／著者

（辰巳出版株式会社）
3 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

かたっみろかい 13：30 ～ 15：00
5 月 図書館休館日
7 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
9 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35

10 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
11 日 小学生1日図書館員体験 13：00 ～ 15：30
12 月 図書館休館日
14 水 移動図書館車巡回① 13：20 ～ 15：35

ブックスタート（1歳児に絵本配布）
17 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
19 月 図書館休館日
20 火 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
22 木 喫茶「ふら～っと」営業 　9：45 ～ 11：00

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
24 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
25 日 ちょこっと講座 13：30 ～ 14：30
26 月 図書館休館日
27 火 ドリームカー（子育て支援センター） 10：30 ～ 12：00
28 水 図書館休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回① 13：20 ～ 15：35

◎11月のスケジュール

◎イベント

◎おねがい

はんこを作ろう（一文字のかんたんはんこ）

●とき：11月25日（日）13：30 ～
●ところ：市民図書館学習室
●参加料：無料　※先着20人

　図書館では、えびの市の郷土資料の充実を図るため、
えびの史談会発行の「えびの」の収集を行っています。
中でも、第4号、9号、21号、25号が不足し、貸し出しが
できない状況です。えびのの歴史を多くの人に知って
もらうため、お持ちの人からの寄贈をお待ちしていま
す。

市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「観葉植物と暮らす」　NHK出版／編　NHK出版
○「あの頃のこと」　吉沢久子著　清流出版
○「海賊とよばれた男 上・下」　百田尚樹著　講談社
○「月と雷」　角田光代著　中央公論新社
○「自分の財産」　曾野綾子著　産経新聞出版

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 37 ｰ 2528まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回
①尾八重野分校→飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

※このコーナーは、これまでの広報紙の記事を一部抜粋、修正して掲載しています

体
育
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
第
3
回
市
民

球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
部
で
熱
い
戦
い
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
体
育
の
日
の
意
義
を
理
解
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
自
ら
の
健
康
増
進
に
努
め
、

親
睦
と
融
和
を
図
ろ
う
と
、
市
と
市
教
育
委
員
会

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
各
部
ご
と
3

会
場
に
分
か
れ
、
地
区
対
抗
の
形
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
快
晴
の
秋
空
の
も
と
選
手
た
ち
は
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
4
年
10
月
掲
載
）

第3回市民球技大会で熱戦を展開

今月は、20 年前の広報紙にタイムスリップ
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口 蹄 疫 復 興イベント「 焼 肉スタジ アム 」に 取 材 で行っ
てきました 。あい にくの 雨 にも関 わらず 多くの人で

にぎ わっていました 。マグロの 解 体 ショーで は、たくさん
の人 が 職 人の 技に見 入っていました 。私もその 一人で、仕
事 を忘れ 、見 入ってしまいました 。　　　　　　　　　　　

（川野）

人　口 20,844人（－11人）

男性／ 9,739人（－3人）　女性／ 11,105人（－8人）

転入／ 42人　転出／ 34人
出生／ 14人　死亡／ 33人

世帯数 9,076世帯（＋10世帯）
（平成24年10月1日現在）

E
d
ito

r's

個人市県民税 第3期、国民健康保険税 第4期
後期高齢者医療保険料 第4期、介護保険料 第4期
10月31日（水）までに納めましょう。

お し ら せお し ら せ
i n f o m a t i o ni n f o m a t i o n

●入場料＝無料
●内容＝［ファーマーズ キッチン］SAP会員が地元の農
産物を使った創作料理を出店します。来場者の投票で人
気№1を決定します。※料理については、有料（300円～
500円程度）

［ファーマーズ マルシェ］SAP会員が生産した農産物・
加工品、県内各地の農産物加工グループ等の加工品を販
売します。

［その他］ステージイベントや農業に関する体験コーナー
などを予定。
問市畜産農林課担い手対策室
☎35-1111（内線234）
問宮崎県SAP50周年記念大会実行委員会
☎0985-26-7126

コミュニティーバスの実験運行が
始まりました

　10月1日 か ら
コミュニティー
バスの実験運行
が始まりました。
郊外線の白鳥線
で は、 え び の セ
ントロクリニッ
ク前で乗降でき
るようになりま
した。
　コミュニティーバスの路線図・時刻表は、市役所本庁、
飯野出張所、市立病院、市文化センターに置いてあります。
問市企画課政策係
☎35-1111（内線321）

下草刈ボランティア参加者募集

　市では、企業の森林づくりの一環で南九州コカ・コー
ラボトリング株式会社が管理している植林地での下草刈
活動ボランティアを募集しています。
●開催日＝11月11日（日）
●時間＝午前9時～午後３時※小雨決行
●場所＝さわやか涵

か ん よ う

養林・えびのの里（えびの市大字末
永 中原市有林）
●募集人員=50人（先着順）
●対象者＝小学校～中学生で親子で参加できる人
●集合場所＝グリーンパークえびのコーク館前

［受付］午前9時～※マイクロバスで現地に移動します。
●申込期間＝11月2日（金）まで
●内容＝下草刈作業、昼食後は、丸太を切って写真立て
づくり、まき割り、年輪のようなバームクーへンづくり
などの体験活動を行います。
※鎌・昼食（焼肉など）は主催者で準備します。
※当日は、作業のできる服装・軍手・雨具を準備してく
ださい。
問市畜産農林課林務係
☎35-1111（内線221）
グリーンパークえびの
☎25-4210

事業主の皆さん 従業員の個人住民
税は特別徴収で納めましょう

　個人住民税の特別徴収とは、給与支払者が毎月従業員
に支払う給与から個人住民税を差し引き、それぞれの市
町村に納入する制度です。
　給与を支払う事業主は、法律の規定により、原則とし

て個人住民税の特別徴収をすることになっています。
　県内全市町村と宮崎県では、特別徴収の適切な実施に
取り組んでいます。特別徴収に対応していない事業主に
は、今後、特別徴収をしてもらうための連絡が各市町村
から届きます。
　事業主の皆さん、特別徴収制度を理解いただき、適切
な実施をお願いします。
問市税務課市民税係
☎35-1111（内線213・216）
宮崎県総務部税務課
☎0985-26-7020
宮崎県総務部市町村課
☎0985-26-7023

秋のみやざき就職フェア

　人材を求める宮崎の企業と宮崎で仕事をお探しの人の
出会いの場として、「平成24年度秋のみやざき就職フェ
ア」が開催されます。
●開催日＝11月7日（水）
●時間＝（受付）午後0時30分～　（面談）午後1時30分～
午後4時30分
●会場＝シーガイアコンベンションセンター 4階サミッ
トホール
●対象者＝県内企業への就職を希望する人、一般求職者、
来春学校卒業予定者（中学・高校卒業予定者を除く）
●参加企業＝県内企業約100社※参加企業の情報は、宮
崎 労 働 局 ホ ー ム ペ ー ジ（http://miyazaki-roudoukyoku.
jsite.mhlw.go.jp/）をご覧ください。
●参加料＝無料
●参加方法＝事前の参加申込、履歴書は不要です。当日
会場へお越しください。

問宮崎労働局職業安定課
☎0985-38-8823

県民手帳の販売場所が変わります

　10月上旬から県民手帳の販売が始まっています。
　えびの市では、昨年度まで市企画課、飯野・真幸出張
所で販売をしていましたが、今年度発売分から販売元が

「宮崎県統計協会」から「鉱脈社」に変更されたため、えび
の市観光協会（市役所本庁２階）、セブンイレブン、書店
のみにて取り扱う事となりました。

【販売場所】えびの市観光協会（市役所本庁2階観光商工
課内）、大坪書店、明林堂書店、県内のセブンイレブン

【販売期間】平成24年10月～平成25年3月31日
【値段】1冊500円（税込み）
【サイズ】タテ15㎝×ヨコ9㎝
問市企画課政策係
☎35-1111（内線322）

宮崎県SAP50周年記念イベント
「闘え！ファーマーズキッチン」
　県内各地のSAP会員（青年農業者）等がSAPや地域で生
産した自慢の農産物を使って、オリジナル料理バトルを
行います。その他、農産物や加工品の即売、農業体験な
どいろいろな形で「農業」を体験できるイベントです。
　盛りだくさんの内容で、皆さんをお待ちしています。
ご家族で、ぜひ、お越しください。
●開催日＝11月23日（金）
●時間＝午前9時30分～午後3時30分
●会場＝フェニックス・シーガイア・リゾート内 松泉
宮グリーンガーデン入口（宮崎市山崎町）

今月の納税

　  東部線で運行中のバス

◎ 今月の 表 紙
　 今月は、子育 て特 集 を 組み
まし た 。表 紙 の 写 真 は、永 山
運 動 公 園 で、触 れ合う親 子と
子育 て支 援 センターのドリー
ム カ ー 巡 回 で 図 書 館 で 工 作
な ど を 楽し む 親 子 の 写 真 で
す。
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冬鳥のミヤマガラスとコクマルガラス

み
な
さ
ん
は
、
え
び
の
市
内
に
カ

ラ
ス
は
何
種
類
い
る
と
思
い

ま
す
か
。

　

一
年
中
見
ら
れ
る
カ
ラ
ス
は
、
ハ

シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
と
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ

ス
の
二
種
類
で
す
。
両
種
の
違
い

は
、
ク
チ
バ
シ
の
太
さ
と
鳴
き
声
で

す
。ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
の
ク
チ
バ
シ

は
太
く
、「
カ
ア
カ
ア
」
と
鳴
き
ま
す
。

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
の
ク
チ
バ
シ
は
細

く
、「
ガ
ア
ガ
ア
」
と
鳴
き
ま
す
。
生

活
場
所
は
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
は
山

地
や
農
耕
地
で
、
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

は
農
耕
地
で
す
。子
育
て
は
ど
ち
ら

も
、
毎
年
同
じ
つ
が
い
で
行
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
内
に
は
冬
に
だ
け

見
ら
れ
る
カ
ラ
ス
が
二
種
類
い
ま
す
。

ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス
と
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス

で
す
。両
種
と
も
十
月
頃
に
中
国
大

陸
か
ら
渡
っ
て
き
て
、
翌
年
三
月
頃

ま
で
越
冬
し
ま
す
。田
ん
ぼ
で
稲
の

落
ち
穂
な
ど
を
食
べ
ま
す
。

　

特
に
ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス
は
、
田
ん
ぼ

を
数
百
羽
の
群
れ
で
黒
く
埋
め
尽
く

し
た
り
、
電
線
上
に
ず
ら
り
と
並
ん

だ
り
す
る
姿
が
、
人
目
を
引
き
ま
す
。

ま
た
、
電
線
を
足
で
つ
か
ん
だ
ま
ま
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逆
さ
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
の
曲
芸
も

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
群
れ
が
上
昇
気

流
に
乗
っ
て
ぐ
る
ぐ
る
回
り
な
が
ら

空
高
く
上
が
る
光
景
も
見
ら
れ
ま
す
。

ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス
は
、「
ガ
ー
」
と
し
わ

が
れ
た
声
で
鳴
き
ま
す
。
昔
は
、
麦

の
田
畑
に
群
れ
た
の
で
、方
言
で「
ム

ギ
ガ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス
は
ハ
ト

く
ら
い
の
小
さ
な
カ
ラ
ス
で
す
。鳴

き
声
は
「
キ
ャ
ー
」
と
か
「
キ
ョ
ー
」

で
、
カ
ラ
ス
の
仲
間
と
は
思
え
な
い

声
で
す
。
体
色
は
黒
い
も
の
と
、
黒

白
の
も
の
が
い
ま
す
。数
は
少
な
く
、

ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス
の
群
れ
に
数
羽
が
混

じ
っ
て
一
緒
に
行
動
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

　

三
月
か
ら
四
月
頃
、
ミ
ヤ
マ
ガ
ラ

ス
と
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ
ス
は
、
繁
殖
地

の
中
国
北
部
や
シ
ベ
リ
ア
方
面
に

帰
っ
て
行
き
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
（
鴉
）
を
詠
ん
だ
俳
句
に
、

高
浜
虚
子
の
「
か
わ
か
わ
と
大
き
く

ゆ
る
く
寒
鴉
」、
飯
田
龍
太
の
「
夜
を

は
な
れ
ゆ
く
麦
の
芽
と
初
鴉
」、
同

「
冬
空
の
鴉
い
よ
い
よ
大
き
く
な
る
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（
文
／
え
び
の
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

コクマルガラス（写真左）、ミヤマガラス（写真右）


